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触 文 化 へ の 気 づ き、 触 文 化 か らの 築 き

～全盲フィール ドワーカーが観た風景～

広瀬 浩二郎

■「見る文化」と「さわる文化」

み なさん、 こん にち は。広瀬です。 よ

ろ しくお願い します。

先 ほど鳥 山先生の お話が終わ って、み

なさんダ ー ッと出て いったので、 もう帰

ってこないん じゃな いか なと心配 しま し

たが、ち ゃん と戻 って きて くださ り、あ

りがとうござ います。午前中2時 間め い

っぱい、み っち り観察 ・触察 をされたの

で、お疲れなので はな いで しょうか。鳥

山先生からも 「午後 はお楽 しみ」 という

言葉があ りま したので、 気楽 に聴 いて い

ただけれ ばと思 います。

僕の話はいつも出た とこ勝負なのです

が、今日も持ち時間40分 しかないので、

雑談 ばか りして いると、す ぐに終わ って

しまう。で も残念なが ら(!?)雑 談 を

やめるなんて ことはで きな いので、資料

をたくさん用意 して きま した。初め に、

配布資料 についてご説明 します。

これは工夫 じゃな くて、たまたま結果

的にそ うな ったんです けれ ども、僕の資

料 は、 まずA4も ので2枚 の レジュメ、

箇条書 きに した要旨があ ります。次 にB

4で3枚 ものの コピーが入 って います。

これ は資料番号で言 います と、資料1・

皿 ・Ⅳです。最後 に大きなA3の3枚 も

の、雑誌の インタ ビュー記事で資料 工と

しています。

この資料類を事務局に送る時に、A4

の レジュメ、B4の 資料、A3の 資料 と

いうことで、3種 類の紙 を使 っているの

で、 これ はあま り美 しくない、ほん とう

な ら紙の大 きさ を揃えるべきだ と思いま

した。しか し、ふとそこで気づいたのは、

今回 は 「さわる」ワ ーク シ ョップですの

で、紙 の大 きさが違 うのは、見た 目には

美 しくな いけれ ども、さわ った手には便

利だろうということです。

ちなみに、さ らに この資料は合理的 に

で きて おりま して、まずA4の レジュメ

は今 日の僕の話が終わ った ら捨てていい

ものです。それか らB4の3枚 ものは、
1

ち ょっとだ けおも しろい と思うので、帰
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りの電車の中、バ スの 中で読んで いただ

きたい。そ してA3の3枚 もの は、僕 と

してはわ りとま じめ に書 いた文章なので、

で きれば家に帰 って、 眠くな る前 に、 ま

あお酒は飲まないで読 んで いただけれ ば

あ りがたいです。このように中身 を読 ま

な くても手触 りで区別できるように分類

して おります。

もう一つは、企画展 「さわる文字、さわ

る世界」のパ ンフ レッ トです。終わ って

しま った展覧会ですが、たぶん来てくだ

さ った方もいる と思います。 このパ ンフ

は、後ほ ど少 しだけ説明で使います。

以上、配布資料は参考 的なものばか り

なので、バスな り寝床な りで読んでいた

だ けれ ば十分です。今 日はなん とな くA

4の2枚 もの、箇条書き に した レジュメ

をチ ラチ ラ眺めなが ら、僕の雑談を雑然

と聴いて ください。

團見えないからこそ、おいしいラーメン1

まず レジュメを眺める と、いきな り 「ラ

ーメン屋」が 出て きますね。早 くも雑談

モ ー ド突 入です。 昨日の各先生方の ご発

表 の流れから考 えて、若干 気にな って い

たん で す けれ ど も、 た とえ ばネ イ チ ュ

ア ・フ ィー リングに しても絵画 の鑑賞 に

しても、見えている人が見えな い人 を支

援するというのが当た り前です。五感 を

使える健常者が四つ しか使えない障害 者

をサポー トしてあげる。現実生活ではそ

うい うことが多 くあるわけです し、べつ

に発想 と して は悪 いことではありません。

さて、ラ ーメ ン屋のエ ピソー ドを ここ

で紹介 した いのですが、 じつはラーメン

屋のネタが いろいろあります。二つか三

つ学生 時代 の思 い出を話そ うと考 えて い

たので すが、 と って おきの新ネタを昨日

1個 仕 入れ ま したので、ホカホカの話題

を披露 しま しょう。

僕 は京大の周辺に12年 ほど住んでお

りま したので、第二の故郷という感 じで

す。今回、大野先生のお招きによ り京大

で話がで きるのは、僕 にとってた いへん

嬉 しいことです。で も、京大に来 るより

もさ らに嬉 しか ったのが、12年 間通 い

続 けた ラーメン屋 に立ち寄母ことで した。

昨日、 お昼の お弁当 を出 していただける

という話 を聞 いて いたのですが、日曜は

定休 日だ し土曜の昼 を逃すわけにはいか

ないと決意 し、 まず ラーメン屋に寄 って

からこちらに来て、何食わぬ顔で弁当を

また平 らげま した(笑)。

2、3年 ぶ りでその ラーメ ン屋に行 っ

て、あれこれ昔のことを思い出 しま した。

ちなみに、ラーメン屋 の宣伝 を しても僕
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は何ももらえませんが、東大路の もう1

本西の鞠 小路 というノ」、さな通 りに面 した

「東京ラーメン」 というお店で、78歳

のお じさんがや って います。その東京 ラ

ーメ ンに僕 は学生時代 から週3回4回 ペ

ースで通 って、おかげさまで こんな に大

きく(太 く?)な って しまいま した。

昨日も、懐か しい卵 ラーメンを食べ ま

した。「おお、昔 と変わ ってない!」 と大

感激 して食べながら、「けど、何か違うな」

と感 じま した。なんと、チ ャーシ ューの

数が減 っていたのです。僕が昔食 べてい

た ころはチ ャーシ ューが2枚 入 っていた

はずなの に、1枚 しかない。ラーメンを

ほぼ食べ終わ った時に、その厳然たる事

実 に気づきま した。僕は当然チ ャーシ ュ

ーが2枚 入 っているものだ と信 じて、箸

で一生懸命 に空の丼の中を 「チ ャーシ ュ

ーないぞ
、ないぞ」って探 ったんですが、

やは りな くて、初めて愕然 としま した。

ここでふ と考えたのが、先ほ ど言 った

「見える」と 「見えない」、つまり晴眼者

と視覚障害者の立場です。おそ らく卵ラ

ーメンが 出て きた瞬間 に、見えている人

で あれ ば、 ラーメンってそんな にいろい

ろ具が入 って いませんか ら、パ ッと見て

「ああ、チ ャーシューが小さくな ってる」

とか 「2枚 だ ったのが1枚 にな って いる」

ということが、幸か不幸かわか って しま

うわけで す。そ うす ると、懐か しいラ ー

メ ンを食 べる気分 も変わ って しまいます

よね。 「そ うか、せちが らい世の中だ し、

触文化への気づき、触文化からの築き

とうとうここも2枚 だ ったチ ャー シュー

を1枚 に したか」と。

3枚 が2枚 になるのだ った らそんなに

シ ョックは受 けな いんです けど、何 とい

って も2枚 が1枚 というの は半減ですか

ら大 シ ョックです。それが見えて しま う

と、どうしても味にも影響がある。「ああ、

おや じ、 もう しょうがな いなあ、ケチ っ

たな」とか思いながら食べる。

ところが幸 いにも、チ ャーシューが減

ったことが見 えず に食べて いた僕の場合、

食 べ終わるまで の何分 間か は、 まさ に至

福 の時で した(笑)。 「ああ、懐か しい、

おい しい」 と感動 しつつ食 べて、最後 の

最後で消えたチ ャーシューに気づきガク

ッときたわけです。 しか し後で考 えてみ

ると、ラーメ ンを夢中ですす った5分 く

らいの時間、その至福 の時は、僕 の目が

見えないか らこそ体験 できたものだ った

のです。

このように時々、見 えないか らこそ 味

わえるユニ ークな こと ってあ ります。先

ほ ど言 ったよ うに、この世の中は見える

人、健常者 といわれる人々中心にできて

いますので、僕たち視覚障害者は圧倒 的

に不利益、ある種の悔 しさを感 じるケー

スが多 いわ けですが、いつもいつも不自

由、不便 ばか り じゃつまんない。時 には

見 えな くてr得 したな」 とか 「おも しろ

いな」 という経験がない と、人生や って

られな い。 昨日、瀬川さんがいろんな人

と出会 えるという話をされていま したが、
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それも視覚障害者ならで はのユニ ークな

体験 といえるで しょう。

高 尚な るネイチ ュア ・フ ィーリング と

ラーメ ン屋を並べるのは瀬川 さんには申

し訳ないのですが、見えなくて得 した例

と して、僕の卑近なエ ピソー ド、 こ じつ

け話を紹介 しま した。早 くもラーメン屋

の雑談で10分 近く経過 しています。 こ

の先 どうなるのか、ま ったく見 えな い状

況ですが、見えない方がおも しろいこと

を信 じて(!?)、 あまり深く考えずに話

を進めます。

■企画展の裏話

では、「さわる文字、さわる世界」展の

話 に移 りま しょう。終わ って しま った企

画展 につ いて くどくど説明するのはやめ

ますが、展示物の解説がパ ンフ レッ トの

中面に写真入りで書かれて います。

まず、 このパンフ レッ ト。 これは企 画

展の一つの シンボルで した。最近の博物

館 において、点字パ ンフ レッ トは当た り

前 とまで はいえませんが、ち ょいぢ ょい

見か けるサ ービス にな ってきま した。今

回の企画展の趣旨は、さまざまな人に"気

づ き"を 与える ことで した。展覧会のサ

ブタ イ トルは 「触文化が創 りだすユニバ

ーサル ・ミュージアム」というのですが、

"気 づき"の き
っか け作 りと して点字が

入 って いるパ ンフ レッ トをすべての来館

者 に配りま した。

もちろん、みんない っしょとい うのが
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ユニバ ーサルだ とはいえないのですが、

今回の企画展の狙いは、「点字=視 覚障害

者用の特別なサ ービス」 とい う従来の常

識 を打ち破 ることで した。期間限定の企

画 展だか らでき た出血大 サー ビスです。

「点字 と普通の字が併記されたパ ンフを

みんなに配ろう!」 、 これ は自分で言うの

もおこが ま しいですが、なかなかいい発

想だ ったな と思 います。

ところが、現実 と理想はち ょっと違い

ま して、パ ンフは特殊な 印刷技術 を使 う

ため、 け っこう高額 にな ります。あま り

お金 の話 をするのはお行儀 よくあ りまぜ

んが、1部 が100円 ほどです。それ を

数万部作 って配 布 したわけですね。建前

と しては来館 者全員にパ ンフを持 って帰

っても らうことにな っていたのですが、

企画展開幕 直後、春 の遠足な どで子供た

ちがダー ッと集団でや ってきま した。「こ

の調子だ と、すぐにパンフがな くな って

しま うそ」とあせ って、小学生の 団体見

学が入 っている時はパンフを隠す という

姑息な手段 をとることに しま した(笑)。

する と、8月 にな ってふ と気づいたら、

た くさん余 っているんです。 こんな こと

な ら子供にあげればよか ったと急遽方針

を転換 して、どんどん配るように しま し

た。それでも、幸か不幸かパ ンフが余 り

ま して、「100円 もするんだぞ」 と少 し

恩着せがま しく言いなが ら、 今回のよう

なワ ーク シ ョップな どで有効 活用 して い

ます。まあ、企画展に来ていただけなか
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った方にも 「さわ る文字、 さわ る世界」

を体感 してもらえるのだか ら、パ ンフが

あることを知 らなか った遠足の子供たち

もそんなに恨まないで しょう、たぶん。

パ ンフレ ッ トの中面、展示物の写真 を

見てください。左ペ ージが文字関係の資

料ですね。点字が発 明され る以前 に使わ

れていた 「さわる文字」、 いわゆる浮き出

し文字 と呼ばれ るものです。鳥 山先生の

お話の中にさわ り方 につ いての指摘があ

りましたが、僕は 「小さくさわる」「大き

くさわ る」 という言 い方で区別 していま

す。点字 もそ うですが、左ペー ジにある

多様な浮き出 し文字 をさわる時は、指先

に神経 を集中させ、小さ く手を動か して

細かい部分を探 っていきます。

一方、右ページには、神社の模型とか

観音様な ど、さわ って楽 しい模型が載 っ

て います。 こち らは少 しさわ り方が違 っ

て、大き くさわる。指先 というよ り手の

ひ ら全体を前後、左右、上下に動か して、

点だ った11青報をだんだん面から立体へと

広 げていきます。部分をつなげて全体に

する、 自分な りのイメージを創 っていく

作業です。時には小さく、時には大 きく

さわ って触文化の魅力を感 じてほ しいと

いうのが企画展のコンセプ トで した。

●梅棹忠夫氏の「絶望」

企画展終了間近の9月 のある日、あの

梅棹忠夫先生が来てくださいました。み

なさん梅棹先生の名前はどこかで見聞き

されて いるで しょう し、京大理学部の ご

出身ですか ら、大野先生の大先輩ですね。

80歳 を過ぎた今でも著作活動を続けて

おられて、大きな本屋さん に行 くと棚い

っぱいに梅棹 先生の著書が並んでいます。

僕の職場、民博の創設者ですか ら、あま

り持ち上 げるのもよ くないんで しょうけ

ど、客観的 にたいへん偉大な方だと思い

ます。戦後の 日本を代表する知の巨人で

すね。

その梅棹 先生、20年 ほど前 に突然 目

が見えな くな りま した。中国の方を調査

されていて、細菌が 目に入 ったのが原因

だそうです。『夜 はまだ明けぬか』とい う

エ ッセ ー集も書かれていますが、薄 ぼん

や りとは見えていても、 ほとんど視 力が

な くな った。大天才の梅棹 先生 も、 さす

がに60歳 を過ぎてからの失 明だ ったの

で、ほん とうに苦労された ようで す。 一

般に、中高年の中途失明者が点字 を習得

するのはなかなか困難です。 しか も、 あ

れだけ世界各地を歩き回 って、 いろんな

文物を見て考 えて、独創的な論文 を書 い

てきた人ですから、歩 く ・見 る ・読 む ・

書くには欠 かぜない視覚が使 えな くな っ

たシ ョックは大 きいで しょう。チ ャーシ

ューが半減 したなんて瑣末 な出来事 は比

べ物 にならない、 いや比べ るの も失礼で

すね。

秘書の方が 「さわる展示だか ら梅棹 先

生 にも楽 しんで もらえるのではな いか」

と、僕に案内役 を依頼 してこられま した。
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僕に とっても名誉な ことなので、拙い説
1

明を しなが ら、い っ しょに展示場を回 ら

せても らいま した。梅棹 先生、民博の展

示場をゆ っくり歩 くのは数年ぶ りとのこ

とで した。

パンフ レッ トの左ページにあるような

「さわる文字」を一生懸命にさわ られた

梅棹 先生、「ま った くわか らん。絶望的や」

と何度もお っ しゃいま した。僕が 「そう

ですか、難 しいですよね」 と言うと、「君

は読めるのか」とのお尋ね。「漢字はだめ

ですが、仮名な ら読めます。 これがア、

そ してイですよね」と読んでいた ら、梅

棹先生が 「君は偉いなあ」 と、 しみ じみ

とおっ しゃいま した。僕 は単純ですから、

偉い人に 「偉いなあ」と言われた ら、「そ

うか、俺は偉いんだ!」 と思 って、だん

だんいい気分 になって しまいま した(笑)。

梅棹先生は相変わ らず 「絶望的や、これ

も読めん、あれもだめだ。絶望的や、絶

望的や」と連発 してお られます。

そのうち僕 の中で 「絶望 的」 という言

葉がマイブームにな りま した。実家に帰

った時に、ガスの調子が悪 くて風呂のお

湯が出なかった りした ら、「母ち ゃん、お

湯が出ない。絶望的や」 と一言。母親は

何 って ことないのに 「絶望」を繰 り返さ

れて腹が立ったみたいで、「私はおまえを

産んだ時か ら絶望 してるわ」 って言 って

ま した(笑)。

この 「絶望 的」 という言葉、 じつは目

の見えない人の不自由、不利益を象徴 し

ています。先ほ ど述べたように、普通 の

人以上に視覚を駆使 してフ ィール ドワー

クをされていた大先生が、急に視覚 を使

えなくなる。よく僕は視覚を 「使えない」

と視覚を 「使わない」を区別するんです

が、現代社会において視覚を使 えなくな

った人は、絶望せざるを得ない。 もちろ

ん、それでも梅棹 先生はいろいろ手 段を

工夫 して著作活動を続けているから、真

の意味で偉い方、脱帽すべき研究者 なの

ですね。

ただ、や は り60歳 を過ぎて視覚障害

を持 って しま ったのは、梅樟先 生に して

みる と不幸、不便な ことであ り、僕 の例

が適当か どうかはさておき、チ ャーシュ

ーの数が どうの こうのなど
、視覚 を使わ

ないおも しろさ とい う境地にはなか なか

思い至 らないのだろうなと感 じま した。

まあ 「そんな境地、ま ったくわ からん」

と言われたら、「え らい、すんまへん」と

応 じる しかあ りませんが。

■ルイ・ブライユの「渇望」

この 「絶望」 という言葉 をまず一 つの

キーワー ドに します。それに対 して レジ

ュメの中で、ルイ ・ブライユの 「渇望」

とい う言葉を挙げま した。絶望 と渇望。

なんだか言葉遊びのようですが、 この二

語が視覚を使えないと、視覚を使わ ない

の違いを端的に示 していると思 います。

も う少 し文字を例と して話を続 けま しょ

う。
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企画展 のパ ンフレ ッ トにもあ ります よ

うに、18世 紀後 半のフランスで世界初

の盲学校が設立され ます。ち ょうどフラ

ンス革命の直前で すね。 日本で も明治維

新後に視 覚障害教育、 すなわち特殊教育

が始ま ります。 ここで、 くれ ぐれ も誤解

がな いように確認 しておきます。 じつは、

鳥山先生 は僕 の中学 ・高校時代の恩師で

す。だから一生頭が上が らな い。頭が上

がらなか った ら手か足 を上 げる しかな い

わけですが、 あの理路整然たる講義 には

手も足も出ない。今日は高校生に戻 って、

恩師の真ん前 に立たされて いる気分で、

緊張 して話 しにくか った り……、 しまぜ

んけれども(笑)。

鳥 山先生のお話を聴 かれたみなさんは、

盲学校 ってす ごい所なんだ、生徒も優秀

だ し先生 も熱心だ と、驚 き感動されたの

ではないで しょうか。た しかに、す ごい

先生 はいます し、僕 と鳥 山先生がいた東

京の盲学校 は全国か ら生徒が集ま ってい

たので、頭のいい視覚障害者もいま した。

でも、当然 どこの学校もそ うですが、い

いか げんな教師もいます し、チ ャー シュ

ーの数で騒 いでるよ うななさけない生徒

もいる。 いい意味で盲学校は特別なんだ

とお考え になる方が増える と、それはそ

れで 困るので、十人十色の先生、生徒が

集 まっている とい う当た り前の事実をあ

えて強調 して おきま しょう。

その盲学校教育が スター トした 当時は、

「文字が見えないな らば、さわればいい」

というのが基本 スタンスで した。 しかも、

互換性 というほ どではあ りませんが、見

えて いる人が使 うの と同 じ形の文字 をさ

わ るのが合理的だ し、教える側もそれが

楽 だろうと考 えられま した。パ ンフ レッ

トの写真 にあるよ うに、木 を彫 った り、

ろう盤 を使 った り、紙撚(こ よ り)で 字

形 を作 った り して、欧米でも 日本でもさ

まざ まな 「さわる文字」が用い られてい

ま した。

ところが、昨 日の塩 瀬先生の レクチ ャ

ーで文字 をさわる実験を しま したが、普

通の文字 をさわ って解読するには、かな

りの労力 と時間が必要です。たとえば、

企画展パ ンフの表紙に 「さわる文字 さ

わる世界」 と浮き出 し文字で書かれてい

ます。わざわざ 目をつぶ らなくてもいい

で すが、 これをさわ ってみ て くだ さい。

「さわる」の 「さ」ならば、手 を縦、横、

斜めに動かさないといけな い。「わ」 はも

っと複雑ですね。

まさにこの時間と労力こそ が、 さわる

ことの特質なのだと思います。そ して、

それは触覚の弱みであ り、強みともなる

のです。 目の見えて いるみなさんな らば、

「さ」 に しろ 「わ」に しろ、パ ッと瞬間

的 にイメー ジ、像と して入 ってくる。一

目瞭然で 「さ」な り 「わ」だというのが

わかるんだけ ど、それを手で認識 しよう

となる と、何倍もの時間がかか って しま

う。ま して漢字になると至難 の業です。

たぶん壱浮き出 し文字 による教 育がず っ
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触文化への気づき、触文化からの築き

と続いていた ら、今ごろ僕も卵 ラーメン

を食べる余裕などなく、絶望 していたこ

とで しょう。

19世 紀 にな って点字が考案 され たの

は、視覚障害教育において画期的なこと

で した。単純 に考えて、さわ って文字を

読む際、線をた どるの と点々をた どるの

で は、 どっちが速いか、 どっちが合理的

なのか。 どう考えても点々をさわる方が

簡単だ し、理 に適 ってますよね。た とえ

ば、パ ンフ レッ トの裏に点字の一覧表が

載 って いますが、アだ った ら、チ ョンと

1点 だ け打て ばいいわけです。それは指

先でパ ッとさわればアなんです。アを線

文字で確認 しようとすれ ば、上下、左右

に手 を動 かさな いといけな い。線か ら点

へ。 これ は視覚障害者の読み書 きにとっ

て コペルニクス的な転回で した。

線 をやめて点に しよ うと提案 したのが、

自身 も全盲 だ った フランスのル イ ・ブラ

イユさんです。最近 は教科書な どで彼の

伝記 を読 まれ ている方が多 いか も しれ ま

ぜ んが、なんと弱冠16歳 の時に点字の

配 列表を完 成 したといわれて います。 も

ちろんブライユさんも、 点々で文字 を表

記 すると、線文字 を使 っている目の見 え

る人、社会の多数派との互換 性がなくな

る ということで、ずいぶん葛藤 があ った

ようです。しか し最終的には、自己表現、

情報伝達の方法 として独力で速く正確 に

読める ・書ける文字である点字を体系化

する。それが世界に普及するのですね。

点字誕生の背景には、僕の言葉でいう

r渇望」、なんとか自分も自由に読み書き

ができるようになりたいと願う情熱があ

りました。これは、まさに梅棹先生の視

覚が使えない絶望に対して、視覚を使わ

ない世界、ある種の開き直りから出発 し

た一つの到達点として評価できるものだ

と思います。

■古文書は読めない、それとも読まない?

梅棹 先生、 ルイ ・ブライユの後で、ガ

ク ッとレベルが下が りますが、僕 自身の

体験談をお話 します。古文書に関す るエ

ピソー ドです。今 日は僕の同級生で京大

博物館 に勤務 している岩崎先生 が来て く

れて います。専門家の前で、いいかげん

な話 をするの は恥ずか しいのですが、僕

は日本史学科、入 った時は国史学科 とい

って おりま したが、そ こでず っと岩 崎さ

ん といっ しょに勉強 していま した。

国史学科 に入る と、まず古文書 を読 ま

な いといけな いわ けです。いい意味でも

悪 い意味で も、古文書が読めて一人前の

歴史学者 というか歴史専攻者 と して認め

られ る面が あります。僕の場合、単純に

司馬遼太郎が おも しろいとか、昔か らチ

ャンチ ャンバ ラバ ラや るテ レビの ドラマ

が好 きだ ったとか、そんな安易な発想で

国史学科 に進 学 したので、古文書 を解読

するたいへんさには、 あまり意識が いっ

ていなか った。

大学3年 生 にな って、 いよ いよ古文書
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演習 が始 まりま した。みなさん も古文書

をなんとな く見た ことがある と思 います

が、いわゆるミミズがのた く ったよ うな

字で書 かれた 日本の古 い文書です。 目の

見えて いる同級生 は、崩 し字辞典な ど虎

の巻 を使 って、だんだん慣れて読めるよ

うにな る。 ところが僕の場合、崩 し字そ

のものはまった く見 えな いので、手 も足

も出ない。一般のボ ランテ ィアで は点訳

も音訳 も難 しいで しょう。さて、 どう し

たものか。

国史学科の主任教授も心配 して、い ろ

いろ調べて くださいま した。「広瀬君、立

体 コピーという便利な機械があるそ うだ

ね」「はい、あ ります」「じゃあ、古文書

を立体 コピー して、それをさわ った ら読

めるん じゃな いの?」 僕はあま り深 く物

事 を考 えな い方なので、偉い先生が言 う

んだか ら、き っと読めるに違いない と思

って、「先生、それは画期的なアイデ ィア

です!」 と、一も二もなく賛成 しま した。

当時の京都大学はそれな りにお金持ち

で、あ りがた いことに数十万円の立体 コ

ピー機 をす ぐに買 って くれま した。次の

週の授業で、先生が古文書を立体 コピー

した もの を持 って こられま した。単なる

コピーですか ら文化財でも何でもないん

ですが、さも昔の重要な原物の史料を捧

げ持つよ うに して、 ドンと僕の前に置き

ま した。「どうや?」 僕はパ ッと手でさわ

った瞬間に、「ああ、これはだめだ」と感

じま した。でも、数十万円かけて コピー

触文化への気づき、触文化か らの築き

機 を買 って もらったので、軽 はずみな発

言 はで きません。そ こで、 しばらく 「う

一ん ……」 とか言 って悩んで いるふりを

しま した。30秒 くらい粘 って、そ ろそ

ろいいか な とタ イ ミングを見計 らって 、

「先生、 これで は……、ち ょっと難 しい

ん じゃな いで しょうか ……」 と言 いま し

た。

そ うする と、さすがは偉い先生、また

いろいろ考えて くださって、「そうか、こ

れ は少 し字が小 さす ぎるか ら難 しいのか

な。で は、拡大 して、それ を立体 コピー

したらどうやろう」とおっしゃいま した。

単純な僕 は、再び偉 い先生が言 うんだか

ら、 き っとそ うだろ うと納 得 しま した 。

「そうですよ、先生、拡大 しま しょう!」

次の週、先生が また期待 を込めて 「どう

や?」 今度 は10秒 くらい頑張 りま した

がやはり、「ああ、だめだ」とあき らめま

した。30秒 ほど、「う一ん……」とや っ

て、「や っぱり先生、ち ょっと……、これ

は無理なので は……」 と、辛い告 白を し

ま した。

そんなわけで、立体 コピーで古文書を

さわ って読む という計画は具体化されま

せんで した。さあ今、あの京大の立体 コ

ピー機は どうな って いるのか。埃 をかぶ

っている ことで しょうね。大野先生、立

体 コピーは黒 い部分が特殊なイ ンクで浮

き上がる単純で便利な機械なんですが、

このワ ーク シ ョップでも利用できる と思

います。ぜひ埃 を払 って 「どうや?」 と
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ご機 嫌うかがい してや ってください。コ

ピー機も喜ぶのではないで しょうか。

否定 的な ことばかり言 って きま したが、

立 体コ ピーによる古文書学習にも、多少

おも しろいこ とがあ ります。今 日は中世

文書 を立体コ ピー したものをい くつか持

ってきま した。まず1枚 目は、足利義満

が仏舎利をも らう話です。 これは、わざ

と斜めに書かれています。書き手が下手

で斜めにな っているわけではな く、仏舎

利 を8個 も らった者、2個 も らった者、

1個 だけの者 と、高位の人か ら順番に並

んでいます。8か ら1へ と、だんだん行

の書き出 しが下が ってい くのが、さわ っ

て理解できます。回覧 しても らってもい

いですか。くれ ぐれも視覚障害の方 は 「う

一ん……」 と悩まずに、さ らっとさわ っ

て回 して くださいね(笑)。

細 かい説明は省略 しますが、古文書 に

はいろいろな様式があります。 この辺で、

いいかげんな ことを言 った ら専門家 に怒

られそ うですが、た とえば花押の位置 に

よ って袖判 とか奥判な どに分類されます。

国司や将軍が部下 に発給 した文書の場合、

右側にボ ンと花押があ ります。花押の位

置や形を知る には立体 コピーが役立ち ま

す。

もう一つ、興味深い文字史料 を持 って

きま した。「八幡大菩薩」 と書いています

が、 これ は足利尊氏の直筆で す。単 なる

コピーだか ら捧 げ持たな くて もいいので

すが、なん とな く品格 を感 じますよね。

僕は昔の文字そのものはあま り見たこと

がありまぜんが、「これ を尊氏が書いたの

か」 と思 ってさわる と、やは り格調 高い

字だな という気が してきます(笑)。

このように立 体 コピーを使 って古文書

を勉強する ことは、様式な どを知る意味

では有効かも しれません。ただ、文書の

内容をさわ って解読する となる と、まさ

に絶望的です。仮 に一生懸命さわ って1

字か2字 読めた と しても、実際にその文

書を理解する ことはできない。 どんなに

僕が触覚 を鍛えた と しても、 目でスラス

ラ古文書 を読み込んでい く同級生に太刀

打ちで きるはずがない。

ここで 「絶望的や」 と、二十歳そ こそ

こで人生 を終わるわ けにはいかないので、

僕な りに考え ま した。何の解決 にもな っ

て いませんが、古文書 は 「読めない」 と

いうん じゃなくて、「読まない」ように し

よ う、 というのが僕の結論です。わずか

1字 の違 いですが、 この 「読まない」境

地 に至 るまで には、 けっこう時間がかか

りま した。現在、僕 は歴史学 とはやや離

れ ることにな りま したが、フ ィール ドワ

ーク、 聞き取 り調査 を重視 して、民博で

自分な りの研究 を続 けて います。ル イ ・

プライユの線か ら点への転換 に比べれば、

僕の座頭市流 フ ィール ドワーク誕生秘話

なんぞ は、な んとも しょぼくれた渇望で

はあ りますが。

■「さわる絵」の可能性
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今、時計を見て残 り時間をチ ェック し

て、絶望的 にな っているんですが(笑)、

どう しても絵の話は少 しだけでも したい

と思います。昨 日、塩瀬先生の発表の中

で絵画鑑賞 の話が出てきま したね。言葉

による美術鑑賞は英語で 「ヴ ァーバル ・

イメージング」といいますが、最近 は日

本各地 で行なわれ るようにな りま した。

僕 は最初 ニューヨークの メ トロポ リタ ン

美術館で体験 しま したが、英語の問題も

あ って少 し難 しか った。その後、関西で

の ツアーにも何度か参加 した こともあ り

ます。

もちろん絵画 はさわれないものですか

ら、言葉で説明 しても らう しかないわけ

です。そもそも芸術 には多様 な楽 しみ方

があるはずだ し、言葉 による鑑賞 もコミ

ュニケーシ ョンと して豊 かな可能性 を持

っているのは確かです。ただ、今 日は美

術館 ・博物館 関係の方 も多数 いらっ しゃ

るので、率直な疑問も提示 しておきます。

晴眼者 と視覚障害者の対話 とい うこと

を考 えてみま しょう。た とえば中途失明

の人で、も とも と絵が好きで絵画作品を

た くさん見た ことがある、あるいは絵に

つ いて勉強 していたとか、わ りと知識、

経験がある方な らば、晴眼者の解 説から

イメ ージを広げていくこともで きると思

います。視覚 障害者か らもどんどん質問

を して、対話 のキ ャッチボ ールが成 り立

つで しよう。

僕 は中学生まで 目が見えていま したが、

有名な絵などはほとん ど見た ことがな い。

そ うすると、説明をする人、 され る人 と

いうように、ややもすると対話が一方向

的にな りがちです。 どんな にす ばら しい

言葉 による解説 を受 けて も、見 えな い人

の イマ ジネ ーシ ョン、ク リエ ーシ ョンの

力が不足 して いた ら、キ ャッチボ ールに

はならないわけです。

生まれつきの全盲の方などの場 合も、

おそ らく僕 と同 じよ うなもどか しさがあ

る と思います。け っき ょく、絵 画とは基

本的に視覚で味わうものですから、 晴眼

者と視覚障害者では持 っている情報量 に

圧倒 的な差がある。ヘビー級の ボクサ ー

とフライ級 のボクサ ーが試合 して いるよ

うなもので、 コミュニケ ーシ ョンと して

はどう考えてもバランスが悪 い。

そ こで視覚情報を触覚情報に置き換え

る新 しい取 り組みと して、「さわる絵」 と

いうものがあります。僕の企画展でも 「さ

わる絵」の試作品を3枚 ほ ど展示 してい

たのですが、賛否両論という感 じで した。

「こんなのま った くわか らん」 と言 う人

もいた し、「これはすごい」 と感心 してく

れる人もいま した。今後、 いろんな人 の

意見 やアイデ ィアを取 り入れて試行錯誤

を繰 り返 していけば、触覚の独 自性 を引

き出すような おも しろい 「さわる絵」が

工夫できるかも しれまぜん。

僕がいつも強調 しているのは、た とえ

不完全な 「さわる絵」であ っても、す く

な くともないよ りはあ った方がいいとい
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うことです。二次元の表現をどれだけ 「さ

わる絵」と して伝 えられ るのか というの

は永遠のテーマで す し、古文書の立体 コ

ピーとは異 な り、 たとえばモナ リザの有

名な絵をどこまで三次元化 して いいのか

など、芸術 作品の場合 は微妙 な問題 もあ

ります。

サ ンプ ル と してニ ュ ーヨ ー クの タ ッ

チ ・グラフ ィクス社 が作製 した 「さわ る

絵」を持 ってきま した。 ザラザ ラとツル

ツルな ど触覚な らではの表現 を味わ うと

同時に、色も着いているので、視覚1青報

と触覚情報の置換可能性も考えなが ら、

回覧 して ください。評価は分かれるで し

ょうが、やは り僕は言葉だけの鑑賞よ り

は 「さわる絵」があ った方が嬉 しい。対

話面 においても、フライ級だ った人がミ

ドル級 くらい にはなれるん じゃないかな

という気が しますが、如何で しょう。

こう して雑駁な話題提供のような こと

ばか り していて、時間がな くな りつつあ

ります。 レジュメに挙げた武道の話は省

略 します。「見る」 と 「観る」の相違 につ

いて触れたか ったのですが、一言で要約

すれば、「見る」とは 目を使う視覚的な行

為、「観る」 とは第六感というか、視覚以

外の 四感 を駆使 して身体で感 じる ことと

な ります。視覚障害者 は 「見る」 ことが

で きな くて も、そ の分 「観る」 ことは得

意な ので はな いかと言 いた いのですが、

何 のことや らよくわ かりませんよね。 こ

の辺 は、配布 資料で補 って いただ けれ ば

と思います。

■ユニバーサル ・ミュージアムとは何か

最後 にユニバーサル ・ミ ュー ジアムに

ついて少 し説明する ことに しま しょう。

たぶ んQ&Aコ ーナ ーにな って、いろい

ろ質 問されて もいいか げんなお答え しか

で きまぜ んので、ず うず う しく質問時間

を齧 って勝手 にお話 を続 ける ことに しま

す(笑)。 今年2月 にアメリカに2週 間ほ

ど出張 したのですが、その時の話題をい

くつか紹介 しま しょう。

今回 は主 にシカ ゴに行 って いたのです

が、写真を4枚 ほど回覧 します。1枚 目

は 、 シ カ ゴ 美 術 館(ArtInstituteof

Chicago)で の写真。ここは全米 を代表す

る大きな美術館です。コ レクシ ョンはた

いへん充実 していて、 日本 関係の展示品

も多数あ りま した。その館 内に、規模 は

小さいんですけれども 「タ ッチ ・ギ ャラ

リー」が設置されています。そ こには、

ブ ロンズ と大理石の彫刻が5体 並 んで い

ま した。数は少ないのですが、 点字のキ

ャプ シ ョンな どもきちんと付 いて います。

ギ ャラ リーの解 説パ ネル は、次 の文言

で始ま ります。「このギ ャラリーは、『手

で触れる』 とい う行為が芸術鑑賞をいか

に豊か にするものか、来館者に経験 して

もらう貴重なチ ャンスを提供 します。触

れ ることを通 じて、人は芸術作品を形や

線、サ イズや スタ イル、温度、素材とい

った もので識別できるよ うにな ります。
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それらは視覚だけで は感 じることので き

ないものです」。

さて、「タ ッチ ・ギャラ リー」 の何がす

ば らしいので しょうか。 日本で も最近、

彫刻にさわ ってみ ような どという取 り組

みが増 えていますが、視覚障害者用 とい

うのでなく、「タ ッチ ・ギ ャラ リー」はす

べての来館者に開放されている。だから、

見える ・見えな いに関係な く、 さわ る楽

しさ、奥深さをみんなで体感 しま しょう

というのがコンセ プ トなんで すね。 こん

なギ ャラ リーが全米有数 の美術館 に小規

模だけど堂々と置かれて いる。実際 に僕

が訪問 した日も、子供たちが喜んでさわ

っていま した。

僕 は 「さわれる展示」か ら 「さわる展

示」へ、というスローガ ンをよく使 って

います。 今までの博物館 ・美術館で は、

一部の展示物 にだ けさわれ ます よ、さわ

ってもいいですよ という一歩 ひいた位置

付け、あるいは見 ることがで きな い人の

見学 ・観 覧を補 うための特別な手段 と し

て 「さわれ る展示」が ありま した。それ

に対 して、僕の企画展のテ ーマでもあ っ

たのですが、触覚の潜在能力 と可能性 を

あらゆる来館者 に訴 えるのが 「さわる展

示」です。「さわれる」で はなく 「さわる」

という発想のギ ャラ リーが シカ ゴ美術館

に常設 されて いたの はす ごいな と感 じた

し、 「先にやられたな」 とも思 いま した。

2枚 目の ミイラをい じくってる写真で

すが、 これ はシカ ゴ大学の 「オリエ ンタ

触文化への気づき、触文化からの築き

ル ・インステ ィテ ユー ト」、エジプ トや メ

ソポタ ミアなんかの ことを研究 している

大学博物館での様子です。 シカ ゴ大学 っ

て伝統 ある一流の大学です し、博物館で

も早 い時期か ら子供向けのプ ログラム開

発 に努力 して います。 これは写真の出来

が いまいちですが、小学校での授業用に

作 られた ミイラの人形があるので 「さわ

って ごらん」 と勧め られま した。さわ っ

てみた ら、の っぺ らぽ うだ し、 ウレタ ン

のよ うな感 じでさわ り心地もよ くない。

た けうち さん、西谷さんたちが作 られた

貝の模型の方が精巧だ し、「たい したこと

な いや、や はりア メリカ人は細かい作業

はだめやな」と密かに思いま した。

ところが この人形、け っこう笑える細

工が ありま した。ベ リッと脇腹のフ ァス

ナ ーを開 けた ら、体内に手が入るよ うに

な って います。布製の内臓は 自由 に取 り

出せ るよ うにな ってお り、 この人形で ミ

イラの作 り方 を勉強する ことができるわ

けです。 内臓 を取 り出 して塩の袋 を入れ

る とか、まあミイラの実物 は作れない し、

あま り作 りたくもないですが。

怖いもの見たさとい うか、ち ょっと気

持ち悪 いけど興味 もある。 こうい う体験

学習 って、子供 は大好きですよね。僕は

世界の大学博物館の状況についてあま り

知 りまぜんが、 シカ ゴ大学の地域に開か

れた プログラム は、かな り進んでるん じ

ゃな いかな と感 じま した。もちろん、大

野先生 を中心 に京大博物館でも、 コミ ュ
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触文化への気づき、触文化からの築き

ニチ イに根ざ したさまざまなプ ロジェク

トが進行 中です。子供向けのプ ログラム

で はア メ リカ ・ヨーロッパの大学博物館

が先ん じて いるか も しれないですが、一

つだ け言 えるの は、今回のよ うに視覚障

害者 を意識 した ワークシ ョップが大学博

物館で開催されるの は、おそ らく世界的

に見て も珍 しいことだろ うと思います。

ですか ら、 この ワークシ ョップは画期的

だ し、ぜひ継続 して ほ しいな と、 ここで

少 しヨイショを しておきます(笑)。

3枚 目は、 どうでもいい写真ですが、

さ りげな く、厚かま しく自慢話を少々。

シカ ゴ大学での メイ ンの仕事は、企画展

「さわる文字、さわる世界」の成果 につ

いて講 演す るこ とで した。 演題は 「The

Richness of Touch」 。30人 ほどの大学

院生、教員 を対象 と した小さな レクチ ャ

ーだ ったんですが
、それな りに好評で し

た。

僕は英語が苦手なので、アメ リカで講

演する場合、 とりあえず英文原稿を一生

懸命書 いて、ひたす らそれを棒読み しま

す。喋る英語 はいわゆるブ ローク ンで、

だ いぶ怪 しいのですが、僕が書く 原稿は

点字ですよね。点字 というのは意外 と便

利で、書 いた原稿 をさわ りなが ら読んで

いると、一見堂々 と しているよ うに錯覚

されるんです(笑)。 普通の人が 目で原稿

を読む と、 どう して も下を向いた りする

んですが、僕 は常 に聴衆 に顔を見せてい

る。 まあ、僕の顔なんぞ見た くない人も

いるで しょうが、 とりあえず内容は二の

次で堂々 と している(よ うに見える)の

は重要ですよね。

も っとも、堂々と していられるのは棒

読みタイムだけで、質問されると、 しど

ろも どろ状態 にな って しまうのですが。

も う一つ、何が僕 にとって苦痛なのかと

い うと、英語で話す場合、悲 しいかな棒

読みする しかあ りませんので、おや じギ

ャグが言えないのが、なんともフラス ト

レーシ ョンにな ります(笑)。 おや じギ ャ

グのない僕の講演を聴いたシカゴ大学の

スタ ッフが幸福だ ったのか不幸だ ったの

か、その判断は今 日僕の 日本語での話を

聴 いて くださ っているみなさんにお任せ

します。

最後に4枚 目の写真は、シカゴでの最

終 日、約10年 ぶ りのす ごい雪が降 った

ので、寒い とい うよ り痛いシカゴの冬景

色 を写 したものです。以上4枚 の写真を

「タ ッチ ・ギ ャラ リー」の点字の解説書

といっ しょにお回 しします。写真が見え

な い視覚障害者は、堂々 と(?)点 字の

解説書 を読んで ください。

僕は基本的に 日本が好きで す し、 べつ

にア メリカが進んでいる とも思 いまぜん。

しか し、ユニバ ーサル ・ミュージアム、

だれ もが楽 しめる博物館を考え具体化 し

て いくためには、アメ リカとも積極 的に

情報交換 しつつ、いろいろ学んでいく必

要があります。逆に、たぶん 「さわる絵」

の技術な どでは、 日本の方が優 れたアイ
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触文化への気づき、触文化か らの築き

デ ィアを持 って いるので、僕のブ ローク

ン英語で は心 もとないですが、 こち らか

ら情報発信 してい くのも大切なのではな

いで しょうか。

■触文化の創造と開拓をめざして

で は、何 もまとま らな いま とめモ0ド

に突入 します。 今日、みなさん は 「さわ

る」実体験 をあれ これされま したが、昨

日か ら話題 にな っている 「さわる ことを

どう学習 と関連づけるか」について、僕

な りの説明 を します。触文化の特徴を示

す言葉 と して、僕は"つ くる"と"ひ ら

く"を 挙げます。触 文化とは、 さわ らな

ければわか らないこと、 さわ って知 る事

実と定義できますが、今 回のワークシ ョ

ップのテーマ 「触覚 を使 った学習」の狙

いは、触文化の探究 にある ともいえそ う

です。

まず"つ くる"で すが、 これは大きく

さわる ことによ って、部分から全体を創

りだす とい うか、点だ ったイメージを線

か ら面、立体へと広げて いく作業で す。

たぶん視 覚に依拠 した生活 を して いる と、

わざわざ"つ くる"こ とな どな く、一 目

瞭然でパ ッと像 と して情報が入 って くる。

それ は便利ですが、想像力(創 造力)が

刺激され ることはあ りません。 この"つ

くる"プ ロセスにおいて、「これはどうな

っているのかな」 と、触覚だけでなく頭

をいろいろと働かせるわけですね。

情報 の量 を比べ ると、点の触覚 と三次

元の視覚では、圧倒 的に視覚 の方が有利

です。でも、"つ くる"と いう触覚のイマ

ジネーシ ョン、 ク リエ ーシ ョンの広が り

は、視覚で は得 られな い人間な らで はの

知 的行為の魅 力だ と思います。 レジュメ

の前書 きで も言及 しま したが 「群盲象を

撫でる」 という言葉があ りますね。 目の

見えない人は、大きな象の足など一部分

しかさわれない。そこから、凡人は物事

の全体を見通す ことができないという否

定的な意味で用いられる故事です。

た しか に、そ ういう面 もあ りますが、

開き直 って、足だ った ら足 を集中的 にさ

われ ばいいので はな いか。 じっくり、ゆ

っくり、ね っとりさわ って、 自分な りの

像を"つ くる"の ですね。極論 を言えば、

ああだ こうだと自分の中で像を"つ くる"

過程 にこそ意味があるわけですから、 触

覚によ り得 られた像が結果 的に本物 の象

と違 っていても、それ はそれで いいので

はないで しょうか。量(象)か ら質(像)

への転換、 これ が視覚、ある いは現代人

の日常生活 には欠 けている"つ くる"文

化のポイン トか もしれません。

も う一つの"ひ らく"と いうのは何 で

しょうか。今 日、みなさんも少 し経験 さ

れたのではないか と思います。たとえば

点字を読む ことを考えてみます。みな さ

んは目が見えているか ら、 目で見て点字

を読めばいいですよね。鳥 山先生は点字

を手で読めるんですか?

鳥山　読めない。 目で読みます。
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触文化への気づき、触文化からの築き

広瀬　た まに変な人がいて、手で読め る

晴眼者 の人が 出て きた り して 困るんです

が、 今 日は変 な人 が いな い よ うです ね

(笑)。 みなさんも、 この企画展のパンフ

レッ トにさわ ってみて くださ い。 もちろ

んブチブチ して いるの はわか りますね。

でも、それ を じっくりさわ って も、 どこ

が文字 の切れ 目なのか、なかなか難 しい

ですよね。僕 も最初 はそ うで した。 中学

1年 の時に点字 にさわ って、 こんなの読

めるわ けないや と感 じま した。その時 は

まだ子供だ ったので、「絶望的」という言

葉 は使 いまぜ んで したが、 これ はだめだ

と思いま した。

ところが、それ を毎 日繰 り返 しさわ っ

ていると、 だんだん読めるよ うにな って

いきます。 だんだん読め るよ うにな らな

くても、「ああ、だめだ」 を反復するうち

に、ある 日突然 「あ、読めた!」 という

感 激の時が来 るはずです。 これが"ひ ら

く"感 覚で、大野先生の言葉 を借 りれ ば

「腑に落 ちる」 という瞬間ですね。たぶ

ん、みなさんに して も中学生の1業に して

も、視覚 に頼 って いて触覚 を日常的 にあ

ま り使 ってこなか ったので、そのす ごい

能 力、可能性 が閉 じて しま って いたんで

す。僕 の場合 は目が見 えな くな った こと

によ り、 必要 に迫られて、 眠 って いた触

覚を懸命 に刺激 しま した。その結果"ひ

らく"感 動を味わいま した。

例 にす るの は失礼です けれ ども、梅棹

先生のように60何 年 間も視覚 に依存 し

て、触覚 を意識する ことが少なか った方

は、刺激 を して も触覚の潜在能力がなか

なか 目覚めて くれな い。赤ち ゃんの時に

は、だれ もがす ごい触覚パワーを持 って

いたの に、使わな いパ ワーは徐々に深い

眠 りに入 ってい くのですね。たまたま僕

はまだ中学生だ ったので、眠 りが比較的

浅か った。だか ら、ち ょっと刺激を与え

ると、「しょうがないなあ」と起きて きた

わけです。

今回 「さわる」ワーク ショップに参加

されたみなさん には、小学生には隠 して

いた企画展のパ ンフ レッ トを差 し上げま

したので、ぜひ これ を毎 日、 どこでもい

いので1分 くらいさわ って、解読 してみ

て くださ い。確約 はできませんが、何 日

かす ると何人かの方 は読めるよ うになる

か も しれない。"ひ らく"感 動 を求めて、

寝 る前 にで も点字の触読 に挑戦 してくだ

さ い。き っと、よ く眠れるようになると

思 います。視覚の場合、閉 じるのは寝て

る時だ けで、 日々開き っ放 しです。です

か ら"つ くる"と 同様 に、やは り"ひ ら

く"も 便利な視覚で は経験できない文化

なのですね。

レジュメの最後に、博物館は"気 づぎ'

と"築 き"の 場である と書いています。

今 回のワークシ ョップ を通 じて、みなさ

ん触覚についてあれこれ感 じること、「あ

あ、そ うだ ったのか、なるほど」という

発見があ った と思 います。 これがいわゆ

る"気 づ き"で す。そ ういうた くさんの
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"気 づき"へ のき
っかけを与 えるのが博

物館の役割で しょう。「ああ、そ うだ った

のか」と、腑 に落ち る経験。その"気 づ

き"だ けで終わ って しま うとおも しろ く

ない。"気づき"が どんどん続いていくと、

今回の僕 の話 に引き付 けて言 うな らば、

視覚障害者 に対する見方が少 しずつ変わ

っていくかも しれない。

た とえば、今までは 「視覚を使えない

かわいそ うな人」「支援 してあげないとい

けない人」というのが常識で した。で も、

も しかする と 「そ うか、チ ャーシ ューの

数がわか らな くても幸せなやつもいるん

だな」 ということで、「視覚を使わな いユ

ニークな人」「五感の潜在力を知るラ ッキ

ーな人」 とい った新 しい障害者像も生ま

れるのではないで しょうか。 語呂合 わせ

ばか り並 べるとコピーライターみた いで

安 っぽくな りますが(っ て、 もう手遅れ

ですね)、 僕は障害を 「いやす優 しさ」か

ら 「いかす強 さ」 へ、 といつも強調 して

います。

さまざ まな"気 づ き"を 通 して、何か

しら自分 の中で意識が変わ って くる。そ

んな人たちが定期的 に今回のよ うな ワー

クシ ョップに集 まって くる と、そ こか ら

新 しいエネルギ ーみたいな ものが発ぜ ら

れて、今度 は"築 き"に な ります。新 し

い文化、社会を"つ くる"力 と"ひ らく"

心ですね。 この新たなる"気 づぎ'か ら

大 いなる"築 き"へ の流れを育むのが博

物館の可能性であ り、今回のよ うなワ ー

クショップの意義です。

だか ら、も う1回 最後に ヨイ ショを し

て おきます。今回、鳥山先生の講演もす

ば ら しか った し、多 くの人たち に参加 し

て いただき、充実 したワーク シ ョップが

できた と思 います。準備作業はたいへん

で しょうが、 こうい う形のワークシ ョッ

プを続けていくと、またき っと多様な"気

づき"と"築 き"が 出てくるはずですか

ら、大野先生 とスタ ッフの方々に工一ル

を送 って、終わ りに したいと思います(拍

手)。 質問を受ける時間はまだあるんで し

ょうか(笑)。

Q&Aタ イム

西谷　先生は失明されるまで視覚をお使

いにな って、明るさとか色というのをあ

る程度認識されていたと思います。でも、

そうではない方、生まれつき視覚を使え

ない方々に、明るさとか暗さというのを

上手に説明 しようとした時に、どういう

例えがあればいいのかなということを、

家内と今朝話 しておりま した。あとは色

についても、どういう説明をするのがい

ちばんいいのか。これは広瀬先生だけで

なく鳥山先生にもお尋ねしたいなと思い

ます。

広瀬　模範回答は後で鳥山先生にしてい
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ただくとしまして、まずは僕のまったく

個人的な意見です。とくに色のことなど

は、究極的にはどうしようもない、伝え

ようがないですね。もちろん先天的に見

えない人も、血は赤いとか青信号とか、

知識、概念として色を認識 しているわけ

ですけ ど、「じゃあ赤 ってどんな色な

の?」 と質問された時に、やはり見たこ

とがない人に具体的にイメージ しろとい

うのは無理です。だから、世の中には触

覚や言語に置き換えられない視覚情報も

あるということを大前提と して押さえな

いといけまぜんね。

ただし、僕たちの日常生活には視覚情

報が溢れていますので、色などをまった

く無視する、あるいは知らないままで暮

らすのは、ある意味 しんどいことです。

そうなると言葉で伝える しかない。最近

は新 しい機械が開発されていて、センサ

ーを当てれば色の名前を教えてくれる優

れ物もあります。そんな機器と晴眼者か

らのア ドバイスを併用 して、上手に服の

コーディネー トとかお洒落を楽 しんでい

る全盲の方もいます。究極的には伝えら

れないことはありますが、ああだこうだ

と言葉で色を表現 しようとする努力は必

要だと思います。

ちなみに視覚障害者といっても、さま

ざまな見え方があります。僕は全盲です

けれども、 じつは真っ暗ではない。全盲

でも人によって違うようですが、僕の場

合は視野全体がなんとなく薄紫色です。

これが何の色 なのか、網 膜の色 なのか、

医学的なことはよくわか りまぜ ん。で き

れば薄紫 じゃなくて ピンク色 とかの方が

よか ったかな と思うこともあ ります(笑)。

この薄紫、どんなに光が当た って も、 あ

るいは眼前で手を振 っても、何 も変化 し

まぜん。ただ し視覚的に認識で きなくて

も、太陽の光は熱で、手などの障害物 は

なん となく風圧とかで察知す るわ けです。

視覚障害者の中で意外に多いのが、「光

覚」 と呼ばれる人、ほとんど見 えないけ

ど光は感 じるとい うタイプです。 白杖 を

使用 していても、強い光が来ると 「あ っ、

まぶ しい」とか 「あ っちが明るい、 こ っ

ちが暗い」などがわかる視覚障害者 がけ

っこういます。 これは個人的な問題 なの

で、見え方について聞かれるのをいやが

る人もいます。でも、美術館 とか博物館

で視覚障害者のガイ ドをする際には、で

きればその人の見え方が どれくらいなの

かを把握 しておいた方 がいいと思 います。

弱視の人の見え方は多種多様 で、どこま

で説明、誘導すべきなのか迷 うケースが

あ ります。失礼にな らない範 囲でさ りげ

な く来館者の障害の状況を確認 しておく

と、失敗や トラブルも減るはずです。さ

て大先生、模範回答をお願い します。

鳥山　人間は光 つまり可視光線の部分が

見えて、他の波長の光は見えていないわ

けですよね。たまたま人間がそうである

とい うことで、五体満足の人間にわから

ない 自然界の情報がい っぱいあ ります。
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そんな人間の中 にも、可視光線が見えな

い人たちがいる という ことですね。 です

か ら、も しみんなが見えていなけれ ば見

る必要もなか ったわけで、可視光線 が見

える ・見えない というのは、その人 の生

き方 自体には何の関係もないはずで す。

明るい ・暗いがわからなくても、光、色

が見えな くても、何 の不便 もない話だ と

思います。

ただ、障害というものの辛いところは、

障害を持つ人が少な いことで す。社会の

大部分の人は見 えるので、見 える文化 と

いうのが当然 ありますよね。その見える

文化を、や はり視覚障害者 も知 りたい と

思うらしいです。色も知 りたいんですね。

私たちはそれ をできるだ け説明するよ う

に しています。 ごく普通 に説明するよ う

に して います。その説明がた くさん聞け

れ ば、 ほん とうに見えるわけ じゃないけ

れ ども、た くさんの色体験ができます。

色 を話題 に した体験が増える と、それな

りに自分の色に対するイメー ジ、好きな

色なんか も出てきます。全盲の人が 「私

の好 きな色は何色だ」と言 った り、詩の

中で色 を書いた りすることもありますが、

それ を嘘だという必要はさ らさらないだ

ろ うと思います。

点字を使 って いて も、視野の隅 の方 に

あるものの色 が瞬間的に見 えたりすると

い う人もいます。その人 の中で の色 の位

置はいろいろあるようで す。 べつにギ ャ

グ言 ったわ けじゃないですけど(笑)。 見

る文化を共有するために、視覚障害者に

とってはセンサーなどの工夫も必要にな

ります。でも、たとえば放射線など、本

来人間が見えていない部分のいろいろな

波長については、だれも見えないから気

にしていまぜん。見えないから恐いんで

すけどね。みんなが見えないものは、み

んなセンサーを使 って見ているわけです。

それから次に理科の勉強としては、や

はり世の中に光があるということ、その

光の性質については知 っておく必要があ

りますので、それは光を音に変えるセン

サーを使って学習 しています。理科教育

のことを話すと、また長くなりますので

省略 します。私たちの科学の体系の中に

光というものがありますので、その基本

については理解 しなければなりませんが、

自ずと限界はあると思います。

圖 私は、今は見えないし、視覚の

記憶は明暗だけです。明る い ・暗いにつ

いては、要するに 日差 しが当た ってた ら

なん とな く明るいよ うな気がす る し、 ト

ンネルのよ うな所に入 った ら気温が下が

るで しょう。そ した ら暗いよ うな感 じが

する。何年 か前、 日蝕があ って急 に寒 く

な ったんです。とい うことは、たぶんそ

れ は真 っ暗にな ったんで しょう。周 りに

いた見える人たち も 「ああ、暗くな った」

と。外側 に金環食 ですか。それは異質の

体験だ ったので 、その暗さはよ くわか り

ま した。

それか ら色ですが、私 はで きるだけ説

136



触文化への気づき、触文化からの築き

明 しても らった方がいいと思 って います。

私はあき らめが悪いというか欲 張 りなの

か、たぶんわか らないんだろうと思いな

が らも、絵について知 りたい し、自分で

も絵 を描きたい とい う気が今でもあ りま

す。べつに絵なんかわか らなくても、ど

うって ことないとも思うんで すけれ ども、

やは りあ こがれる。それとともに私は触

覚を基本に したものも大切 に したい し。

世の中の美 しいものは、できることなら

わか りたいという、なんともあきらめが

悪い見えない人です。
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